
学
校
法
人
国
学
院
大
学
は
、
11
月
4

日
に
母
体
で
あ
る
皇
典
講
究
所
の
創
立

か
ら
1
4
2
年
を
迎
え
た
。
こ
れ
に
先

立
ち
1
日
に
創
立
記
念
祭
お
よ
び
関
係

物
故
者
慰
霊
祭
を
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で

執
行
し
た
。

創
立
記
念
祭
（
斎
主
＝
大
野
靖
仁
・

法
人
参
事
、
神
殿
奉
斎
員
）
は
仮
殿
で

斎
行
さ
れ
、
佐
栁
正
三
理
事
長
、
針
本

正
行
学
長
ら
が
参
列
し
、
今
後
の
本
法

人
と
設
置
校
の
さ
ら
な
る
発
展
を
祈
念

し
た
。
そ
の
後
の
直
会
で
は
佐
栁
理
事

長
よ
り
「
法
人
全
体
で
中
期
５
ヵ
年
計

画
を
遂
行
し
、
新
し
い
時
代
に
適
応
し

た
国
学
院
を
作
り
上
げ
て
い
く
」
と
い

っ
た
抱
負
が
述
べ
ら
れ
た
。

関
係
物
故
者
慰
霊
祭
（
斎
主
＝
星
野

光
樹
・
神
道
文
化
学
部
准
教
授
、
神
殿

奉
斎
員
）
で
は
、創
立
以
来
、物
故
せ
ら

れ
た
役
教
職
員
や
学
生
生
徒
、
と
り
わ

け
こ
の
1
年
間
に
亡
く
な
ら
れ
た
法
人

各
校
の
関
係
者
の
御
霊
を
迎
え
、
百
周

年
記
念
館
百
周
年
記
念
講
堂
で
斎
行
さ

れ
た
。
斎
主
に
よ
る
祭
詞
奏
上
の
後
、

伶
人
の
奉
仕
に
よ
る
「
追
慕
歌
」
や
学

生
に
よ
る
「
慰
霊
の
舞
」
な
ど
が
奉
納

さ
れ
た
。
佐
栁
理
事
長
、
針
本
学
長
に

続
き
、
遺
族
や
学
生
代
表
ら
が
祭
壇
に

玉
串
を
捧
げ
拝
礼
し
、
物
故
者
を
し
の

ぶ
と
と
も
に
後
進
の
行
く
先
を
お
護
り

く
だ
さ
る
よ
う
祈
願
し
た
。

本
格
的
な
秋
の
訪
れ
と
と
も
に
、
駅
伝
フ
ァ
ン

に
と
っ
て
待
ち
望
ん
だ
季
節
が
や
っ
て
来
た
。
日

ご
と
に
下
が
る
気
温
と
裏
腹
に
、本
学
は
、大
学
三

大
駅
伝
初
の
２
冠
達
成
に
沸
い
て
い
る
。
出
雲
駅

伝
で
快
走
し
た
エ
ー
ス
の
平
林
選
手
は
、
ど
こ
か

人
間
離
れ
し
て
い
て
、
足
運
び
の
速
さ
や
長
い
ス

ト
ラ
イ
ド
は
、
サ
バ
ン
ナ
を
駆
け
る
草
食
動
物
を

想
起
さ
せ
た
。
解
説
者
は
並
走
し
た
駒
沢
大
学
が

有
利
と
予
測
し
て
い
た
が
、
闘
志
あ
ふ
れ
る
キ
ャ

プ
テ
ン
の
表
情
か
ら
国
学
院
の
勝
利
を
予
感
し
た

視
聴
者
は
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
続
く
全
日

本
大
学
駅
伝
で
は
、
ラ
イ
バ
ル
校
が
打
倒
国
学
院

の
執
念
を
燃
や
す
中
、
本
学
の
選
手
た
ち
は
一
丸

と
な
っ
て
見
事
に
重
圧
を
は
ね
の
け
て
み
せ
た
。

熱
戦
を
制
し
た
選
手
と
指
導
者
に
、
心
か
ら
敬
意

を
表
し
た
い
。レ
ー
ス
後
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
も
、

素
直
で
爽
や
か
な
受
け
答
え
に
好
感
が
持
て
た
。

背
景
に
は
想
像
を
超
え
る
厳
し
い
鍛
錬
と
努
力
が

あ
っ
た
に
違
い
な
い
▼
マ
ラ
ソ
ン
ラ
ン
ナ
ー
と
し

て
も
知
ら
れ
る
小
説
家
の
村
上
春
樹
氏
は
、
著
書

『
走
る
こ
と
に
つ
い
て
語
る
と
き
に
僕
の
語
る
こ

と
』（
文
藝
春
秋
）の
中
で
、市
民
ラ
ン
ナ
ー
と
は
い

え
念
入
り
な
準
備
を
し
て
レ
ー
ス
に
臨
む
こ
と
を

明
か
し
て
い
る
。
ま
た
、
心
身
の
状
態
や
天
候
な

ど
に
よ
っ
て
、
思
い
通
り
の
走
り
が
で
き
な
い
長

距
離
走
の
難
し
さ
も
語
っ
て
い
る
▼
ど
ん
な
競
技

で
あ
れ
選
手
や
指
導
者
が
最
も
悔
し
い
の
は
、
せ

っ
か
く
準
備
を
し
て
き
た
の
に
、
本
来
の
力
を
発

揮
で
き
ず
に
終
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
だ
ろ
う
。
箱

根
駅
伝
で
も
、
選
手
た
ち
が
日
ご
ろ
の
努
力
の
成

果
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
発
揮
し
、
悔
い
の
な
い
レ

ー
ス
を
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

創立記念祭・関係物故者慰霊祭を執行

4
・
5
面
に
関
連
記
事

は
る
か
す
も
の

み

中
小
企
業
を
考
え
る
こ
と
は
、
今
の
日
本
社
会
を

考
え
る
こ
と
に
等
し
い
の
か
も
し
れ
な
い
─
─
と
い

う
こ
と
が
手
塚
貞
治
・
経
済
学
部
教
授
の
話
を
聞
い

て
い
る
と
、
よ
く
よ
く
実
感
さ
れ
て
く
る
。
例
え
ば

中
小
企
業
に
関
し
て
よ
く
議
論
さ
れ
る
事
業
承
継
と

い
う
問
題
は
、
創
業
者
が
そ
の
手
腕
に
お
い
て
成
長

さ
せ
た
企
業
か
ら
自
ら
の
権
威
性
を
減
じ
さ
せ
て
い

く
プ
ロ
セ
ス
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
集
権
化
さ
れ
た
シ

ス
テ
ム
を
分
権
的
シ
ス
テ
ム
へ
と
転
換
さ
せ
て
い
く

こ
と
を
巡
る
課
題
が
存
在
し
て
い
る
。

30
年
近
い
年
月
に
わ
た
っ
て
中
堅
中
小
企
業
を
ク

ラ
イ
ア
ン
ト
と
し
た
経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行

い
、
経
営
戦
略
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
に
関
係
す
る

書
籍
を
手
が
け
つ
つ
、
研
究
者
と
し
て
論
文
を
書
き

継
い
で
い
く
手
塚
教
授
の
歩
み
は
、
単
線
的
で
は
な

い
が
、
だ
か
ら
こ
そ
面
白
い
の
だ
と
い
う
こ
と
が
伝

わ
っ
て
く
る
。

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
研
究
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ

た
の
か
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
実
社
会
の
中
で
人
々

を
サ
ポ
ー
ト
し
、
そ
こ
か
ら
の
発
見
や
知
見
に
学
術

的
な
検
討
を
加
え
、
ま
た
実
社
会
へ
と
還
元
し
て
い

く
…
…
こ
う
し
た
プ
ロ
セ
ス
を
た
ど
る
よ
う
に
な
っ

た
経
緯
を
じ
っ
く
り
と
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

研

聞
者究
に

く

経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
兼兼

理
論
と
実
践
を
併
用
す
る

理
論
と
実
践
を
併
用
す
る

線

研
究
者
が
も
つ

が
も
つ

目

経
済
学
部
・
手
塚
貞
治
教
授

経
済
学
部
・
手
塚
貞
治
教
授

関
係
物
故
者
慰
霊
祭
で「
慰
霊
の
舞
」を
奉
納
す
る
学
生
た
ち

［発行］国学院大学　［編集］総合企画部広報課　〒150-8440 東京都渋谷区東四丁目10-28　［電話］03（5466）0130　［FAX］03(5466)0528
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「
飆
風
」

ふ
る
さ
と
に
ひ
と
り
來
た
り
て

　
わ
が
故フ

ル
へ家
た
ゞ
在
る
さ
ま
を
見
て

　
か
へ
る
な
り

『
倭
を
ぐ
な
』

釈
　
迢
空

令和6年11月20日㈬
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『
國
學
院
雑
誌
』
一
巻
一
号
（
明
治
27

〈
1
8
9
4
〉
年
11
月
）
の
［
彙
報
］

欄
は
、
匿
名
な
が
ら
当
時
の
国
史
学
界

動
向
を
寸
描
し
て
次
の
ご
と
く
記
す
。

「（
維
新
後
）
国
史
は
比
較
上
其
の
筋
に

重
視
せ
ら
れ
修
史
館
、
修
史
局
、
史
誌

編
纂
掛
な
ど
絶
え
ず
政
府
の
保
護
を
受

け
て
進
み
来
り
け
る
が
一

（
マ
マ
）昨

年
四
月
に

及
び
て
同
掛
は
突
然
中
止
せ
ら
れ
た
り

…
当
時
の
世
評
に
よ
れ
ば
編
纂
委
員
諸

氏
の
往
々
軽
忽
な
る
判
断
を
下
し
て
処

を
撰
ば
ず
奇
説
を
公
に
す
る
事
、
又
其

の
人
々
の
本
来
漢
学
者
に
し
て
国
文
に

精
し
か
ら
ぬ
が
故
に
今
日
の
史
家
た
る

に
適
せ
ぬ
事
…
又
右
従
来
の
編
纂
掛
委

員
諸
氏
の
方
針
は
成
る
べ
く
博
く
事
実

を
蒐
輯
し
て
之
れ
が
考
証
批
判
を
下
し

力
め
て
科
学
的
な
ら
ん
こ
と
を
欲
す
る

由
な
り
し
か
ど
其
の
為
る
所
在
々
些
末

の
考
証
に
の
み
偏
し
て
大
体
の
統
一
を

疎
か
に
し
就
中
歴
史
上
の
美
談
を
抹
殺

せ
し
事
な
ど
た
び
〳
〵
あ
り
て
夙
に
世

の
物
議
を
醸
し
た
り
し
」
と
…
。

そ
も
そ
も
明
治
政
府
は
近
代
国
家
と

し
て
の
幕
開
け
と
同
時
に
「
正
史
」
編

纂
を
企
図
し
、
は
や
く
か
ら
同
時
代
史

を
編
纂
す
る
べ
く
太
政
官
正
院
歴
史
課

の
設
置
（
明
治
５
年
）
や
、
文
部
省
と

し
て
歴
史
書
の
編
纂
を
伊
予
国
出
身
の

儒
学
者
で
あ
っ
た
川か

わ

田た

剛た
け
しに
委
託
す
る

（
明
治
６
年
）
な
ど
に
努
め
て
き
た
。

た
だ
し
、
の
ち
に
文
部
省
の
事
業

は
川
田
も
ろ
と
も
前
者
に
移

管
、
さ
ら
に
修
史
局
へ
と
改

組
さ
れ
る（
明
治
８
年
）。
そ

し
て
、
こ
の
修
史
局
成
立
に

さ
い
し
て
入
局
し
た
の
が
、

昌
平
坂
学
問
所
で
学
ん
だ
重し

げ

野の

安や
す

繹つ
ぐ

で
あ
っ
た
。
重
野
は

〝
史
〟が〝
詩
〟
に
通
ず
る
臭

気
を
嫌
い
、
近
世
の
考
証
学

的
手
法
を
発
展
的
に
継
承
し

史
実
の
確
定
に
力
を
注
い
だ

こ
と
で
知
ら
れ
る
。
史
実
と

認
定
し
難
い
英
雄
譚
を
次
々
と
一
刀
両

断
に
否
定
す
る
こ
と
か
ら
つ
い
た
渾
名

は
「
抹
殺
博
士
」
で
あ
っ
た
。

一
方
の
川
田
は
考
証
学
の
正
確
さ
と

歴
史
的
美
談
や
英
雄
佳
話
と
の
共
存
を

期
待
し
、
啓
蒙
の
た
め
の
史
実
利
用
に

さ
い
し
て
は
漢
文
よ
り
も
国
文
の
方
が

優
れ
る
と
の
考
え
を
も
っ
た
。

必
然
、
両
者
の
意
見
に
は
対
立
す
る

場
面
が
多
く
な
り
、
取
り
わ
け
編
纂
に

あ
た
っ
て
そ
の
文
体
を
漢
文
体
国
史
と

す
る
か
、
国
文
体
国
史
と
す
る
か
で
そ

の
相
違
は
顕
著
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、川
田
は
修
史
館（
明
治
10
年

改
組
）
を
明
治
15
年
に
辞
す
に
至
り
、

宮
内
省
出
仕
を
本
官
と
し
、
言
論
の
場

に
皇
典
講
究
所
・
国
学
院
を
え
る
こ
と

と
な
る
。『
皇
典
講
究
所
講
演
』で
は
漢

文
体
国
史
の
反
省
を
史
局
に
求
め
、
国

文
体
国
史
を
再
三
提
唱
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
経
緯
を
念
頭
に
お
く

と
、冒
頭
の
国
史
学
界
評
の
あ
る
じ
は
、

川
田
だ
っ
た
の
で
は
？
と
の
想
像
が
催

さ
れ
る
。事
実
、こ
う
し
た
論
調
の
国
史

学
界
評
は
、
ち
ょ
う
ど
川
田
の
死
去
の

こ
ろ
ま
で
『
國
學
院
雑
誌
』
に
み
る
こ

と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
学
問
と
し
て

の
歴
史
学
の
性
格
や
方
向
性
は
、
い
わ

ゆ
る
官
学
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
に
よ
り
も
は

や
定
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
。
草
創
期
『
國

學
院
雑
誌
』
に
み
え
る
国
史
学
界
へ
の

舌
鋒
は
、
か
つ
て
の
儒
学
者
に
顕
著
で

あ
っ
た
鑑か

ん

戒か
い

史
観
の
末
期
の
嘆
息
と
い

っ
た
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
か
。

研
究
開
発
推
進
機
構
助
教
比
企
貴
之

若木育成会キャンパス見学会

父母らが模擬授業などを体験
高
内
寿
夫
・
法
学
部
教
授
に
よ
る
模
擬
授
業
﹇
渋
谷
﹈

理事長・学長らが展墓

学校法人国学院大学では、創立記念日を迎える
にあたり、佐栁正三理事長、針本正行学長はじめ
役員らが10月28日、豊島岡御墓所に皇典講究所初
代総裁・有栖川宮幟仁親王と高松宮宣仁親王・同
喜久子妃を参拝した。

続いて護国寺檀徒墓地において、皇典講究所初代
所長・山田顯義伯爵と戦後の混乱期に本学をけん
引した石川岩吉・元理事長兼学長の展墓を行った。

戦没先輩学徒慰霊祭を斎行

　第54回戦没先輩学徒慰霊祭が10月14日に渋谷
キャンパス正門横の「學徒慰霊之碑」、「建碑来歴
碑」前で斎行された。
　戦没先輩学徒慰霊祭は、昭和18（1943）年に本学
独自の学徒出陣の壮行会が行われた10月14日に
合わせて昭和46年に学生有志によって始まった。
　当日は、戦没先輩学徒慰霊祭実行委員会の学生
をはじめ、院友（卒業生）、教職員が参列し、学生
による「浦安の舞」の奉奏などが行われ、慰霊碑
に祀られている御霊を慰霊した。

永年勤続者表彰に24人

 学校法人国学院大学では、創立記念日を迎える
にあたり、11月1日に渋谷キャンパスで勤続45・
40・30・20年の節目を迎えた法人・各設置校の
教職員を表彰した。当日は佐栁正三理事長から表
彰状が手渡された。対象者は24人（敬称略）。

【勤続45年】國清英明（国学院大学久我山中学高校）
【勤続40年】北澤薫（大学）、金澤裕二、梶田信之
（以上国学院高校）、笠井誠司、土屋謙太郎（以上
国学院大学久我山高校）

【勤続30年】坂本正徳、人見剛、木村都、北林朋
子、三上良子、岡澤智子（以上大学）、関口博和

（国学院高校）、山村昭夫、藤田久美子、諸冨嘉代
（以上国学院大学久我山高校）
【勤続20年】黒澤直道、樋口秀実、福岡英明、中
曽根玲子、姫野学郎、佐藤友宏（以上大学）、月岡
道晴（国学院大学北海道短期大学部）、梶善之（国
学院大学久我山高校）

学生部主催「お月見祭」初開催

学生部主催の「お月見祭」が10月17日に渋谷キ
ャンパスで実施された。在学生に日本の伝統文化
の体験を通じて日本文化への思いをはせてほしい
という目的で、学生イベント企画リーダーが主体
となって運営する形で今年度より開催された。

第1部では、昼休みの時間に「餅つき体験」と「試食
会」が行われ、参加した学生たちは順番に杵を持ち
上げ、力強く餅をついていた。試食会では、約100
人の来場者がさまざまに味付けされたつきたての
餅を存分に味わった。

第2部の「月鑑賞」では、約60人の参加者たちが望
遠鏡を通して「スーパームーン」を満喫していた。

在
学
生
の
保
証
人
（
父
母
ら
）
に

よ
り
構
成
さ
れ
る
国
学
院
大
学
若
木

育
成
会
の
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
会
が
10

月
26
日
に
渋
谷
・
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
両

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
、
合
わ
せ

て
約
1
9
0
0
人
が
キ
ャ
ン
パ
ス
に

足
を
運
ん
だ
。

渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
同
会
の

郡
司
掛
司
会
長
が
「
模
擬
授
業
の
ほ

か
、
就
職
・
留
学
ガ
イ
ダ
ン
ス
な
ど

も
ぜ
ひ
ご
参
加
い
た
だ
き
た
い
。
ま

た
、
学
食
を
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ

き
親
子
共
通
の
話
題
を
増
や
し
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
各
種

ガ
イ
ダ
ン
ス
や
文
・
経
済
・
法
・
神

道
文
化
学
部
の
模
擬
授
業
は
い
ず
れ

も
満
席
と
な
り
、
父
母
ら
は
熱
心
に

耳
を
傾
け
て
い
た
。

た
ま
プ
ラ
ー
ザ
キ
ャ
ン
パ
ス
は
約

4
0
0
人
が
来
場
。
太
田
直
之
キ
ャ

ン
パ
ス
長
（
人
間
開
発
学
部
長
、
教

授
）
が
「
そ
れ
ぞ
れ
の
学
部
の
特
徴

に
合
わ
せ
た
さ
ま
ざ
ま
な
施
設
や
、

課
外
活
動
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る

様
子
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
。
模
擬
授
業
や
学
部
ガ
イ
ダ

ン
ス
が
満
席
と
な
っ
た
ほ
か
、
職
員

に
よ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
で
は
特

徴
的
な
教
室
や
ス
ポ
ー
ツ
施
設
な
ど

の
見
学
が
行
わ
れ
た
。

両
キ
ャ
ン
パ
ス
と
も
図
書
館
見
学

が
行
わ
れ
、
充
実
し
た
蔵
書
に
参
加

者
か
ら
感
嘆
の
声
が
上
が
る
様
子
も

見
ら
れ
た
。
参
加
者
に
は
学
食
に
も

使
え
る
金
券
が
配
付
さ
れ
、
昼
食
時

に
は
各
学
食
は
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て

い
た
。
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
院
友

会
（
卒
業
生
組
織
）
支
部
等
に
よ
る

物
産
展
も
開
催
さ
れ
、
参
加
者
は
キ

ャ
ン
パ
ス
で
の
時
間
を
楽
し
ん
だ
。

第

　
　回
64

儒
学
歴
史
学
派
の
掉と

う

尾び

川
田
剛

川
田
剛（
天
保
元〈
1
8
3
0
〉～
明
治
29〈
1
8
9
6
〉年
）

受
付
・
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
の
様
子

﹇
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
﹈
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第
14
回
観
月
祭

学びの成果を地域に還元

第11回
観光まちづくりカフェを開催

観光まちづくり学部地域マネジメント研究セン
ターが主催する第11回観光まちづくりカフェが
10月9日、たまプラーザキャンパスで開催され、
学生や教職員、一般の方など約50人が参加した。
今回は「雪でメシを食う」をテーマに（株）野沢
温泉初代社長の河野博明氏＝写真、（公財）全日本
スキー連盟競技本部長の河野孝典氏、（一社）日本
スノースポーツ&リゾーツ協議会副会長の神田昌
幸氏の3人を招き開催。河野博明氏の講演では、野
沢温泉の100年間の歴史を振り返りながら、湯治
場から国際的スノーリゾートへ変遷することがで
きた取り組みや背景について語った。
その後行われたトークセッションでは、スノー
スポーツとまちづくりの関連性について議論を繰
り広げた。

スポーツビジネスを学ぶ講座
プロバスケの魅力発信を学ぶ
渋谷を本拠地としたプロバスケットボールリー
グB.LEAGUEに所属する「サンロッカーズ渋谷」
と協力した「スポーツビジネスを学ぶ講座」が渋
谷キャンパスで10月11、25日、11月15日に計3
回開催され、約30人の学生が参加した。
この講座は、株式会社サンロッカーズのマーケ
ティングディレクターである吉村隆宏氏を招き、
B.LEAGUEや「サンロッカーズ渋谷」の特徴や取
り組み、マーケティング戦略などについて講義が
なされた。
参加した学生は、メモを熱心に取りながらスポ
ーツビジネスの現状や今後の展開について理解を
深めていた。

文学部講演会
「手でふれてみる世界」開催
　10月19日、渋谷キャンパスで外国語文化学科
《多言語・多文化の交流と共生》プロジェクト・文
学部講演会「手でふれてみる世界」が開催され、
学生や教職員、一般の方など約40人が参加した。
　本講演は、キュレーター・映画監督の岡野晃子
氏を招き、岡野氏が監督を務めた映画「手でふれ
てみる世界」を上映。その後、岡野氏による映画
の説明や解説が行われた。岡野氏は、本映画の舞
台であるオメロ触覚美術館を全ての人に開かれた
インクルーシブな美術館と説明。参加者たちは、
美術鑑賞におけるアクセシビリティーについて理
解を深めた。
　講演会終了後には参加者たちから映画にまつわ
る多くの質問が寄せられ、予定時間を超える活発
な質疑応答が行われた。

倉林正次名誉教授 逝去
国学院大学名誉教授の倉林正次氏が11月6日に
逝去。99歳。葬儀は既に執り行われた。
倉林氏は大正14年生まれ。昭和25年国学院大学
文学部卒業、29年同大学大学院日本文学専攻科修
士課程修了、33年同博士課程修了。文学博士。34
年国学院大学日本文化研究所研究員、36年文学部
専任講師、39年助教授、44年教授。平成8年定年
退職、同年名誉教授。専門は日本の儀礼文化全般、
民俗学。在職中、大学院委員長、折口博士記念古
代研究所所長等を歴任したほか、国学院大学北海
道短期大学部第4代学長を務めた。

平沼正治・元文学部助教授 逝去
国学院大学元文学部助教授の平沼正治氏が10
月29日に逝去。90歳。葬儀は既に執り行われた。
平沼氏は昭和9年生まれ。32年国学院大学政経
学部卒業。国学院大学久我山高校教諭を経て、40
年国学院大学文学部専任講師、52年助教授。平成
15年自己都合退職。専門は体育学。

神
道
文
化
学
部
が
主
催
す
る
第
14
回
観
月
祭
が
10
月
19

日
、
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
。
観
月
祭
は
、
平
安

時
代
か
ら
続
く
十
五
夜
に
満
月
を
観
賞
す
る
「
中
秋
観
月
」

の
伝
統
に
由
来
す
る
行
事
。
同
学
部
の
学
生
ら
が
５
号
館
ピ

ロ
テ
ィ
に
設
け
ら
れ
た
特
設
舞
台
で
、
先
人
よ
り
守
り
伝
え

ら
れ
て
き
た
管
絃
、
祭
祀
舞
、
舞
楽
を
古
式
ゆ
か
し
く
披
露

し
、
本
学
の
教
職
員
や
学
生
の
家
族
、
一
般
の
観
客
ら
は
学

生
た
ち
の
演
奏
と
舞
に
大
き
な
拍
手
を
送
っ
た
。

は
じ
め
に
学
生
が
舞
台
前
に
神
饌
を
捧
げ
祭
祀
を
行
っ

た
。
続
く
管
絃
で
は
合
奏
の
前
に
楽
器
の
音
律
を
整
え
る
た

め
に
奏
す
る
「
太た

い

食し
き

調ち
ょ
う

音ね

取と
り

」
や
「
合が

っ

歓か

塩え
ん

」「
長

ち
ょ
う

慶げ
い

子し

」

が
演
奏
さ
れ
、
竜

り
ゅ
う

笛て
き

や
笙し

ょ
うな
ど
の
音
色
に
よ
る
息
の
合
っ
た

演
奏
で
、
会
場
が
荘
厳
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
。

祭
祀
舞
で
は
、「
朝
日
舞
」
と
「
浦
安
の
舞
」
が
披
露
さ

れ
、
色
鮮
や
か
な
装
束
に
身
を
包
ん
だ
学
生
た
ち
が
一
糸
乱

れ
ぬ
舞
を
奉
じ
た
。
続
く
舞
楽
で
は
、
舞
楽
会
の
は
じ
め
に

舞
台
を
清
め
る
御
祓
い
の
意
味
を
持
つ「
振
鉾
」、
唐
楽
の
楽

曲
で
慶
事
の
際
に
舞
う
「
賀か

殿て
ん
の

急き
ゅ
う」、
か
つ
て
朝
鮮
半
島
か

ら
伝
来
し
た
と
さ
れ
る
高
麗
楽
の
楽
曲「
仁に

ん

和な

楽ら
く

」の
3
曲
を

厳
か
に
舞
い
、
約
2
時
間
の
観
月
祭
が
終
了
。
約
半
年
間
に

わ
た
っ
て
合
同
稽
古
な
ど
に
励
ん
で
き
た
学
生
た
ち
が
観
客

を
魅
了
し
て
い
た
。

学
生
総
括
を
務
め
た
学

生
は
、「
一
致
団
結
し
て
一

つ
の
舞
台
を
作
れ
た
と
思

う
。
一
人
一
人
の
協
力
を

得
て
、
無
事
に
終
え
る
こ

と
が
で
き
た
」
と
振
り
返

り
、
笙
を
担
当
し
た
学
生

か
ら
は
、「
下
級
生
が
熱

心
で
み
る
み
る
上
達
し
て

い
く
こ
と
に
と
て
も
驚
い

た
。
無
事
に
終
え
ら
れ
て

ホ
ッ
と
し
て
い
る
」
と
感

慨
深
げ
に
語
っ
て
い
た
。

学
生
が
舞
、演
奏
を
披
露

月
夜
の
中
で
舞
を
奉
納
す
る
学
生
た
ち

スポーツフェスティバル「野球体験」の様子

息
の
合
っ
た
演
奏
で
、

厳
か
な
旋
律
を
披
露

人間開発学部

た
ま
プ
ラ
ー
ザ
キ
ャ
ン
パ
ス
を
拠
点
に
す

る
人
間
開
発
学
部
は
、
同
学
部
の
学
生
が
企

画
す
る
恒
例
の
地
域
貢
献
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
、
地
域
住
民
と
の
交
流
を
深
め
た
。

■
共
育
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

人
間
開
発
学
部
が
主
催
す
る
第
15
回
共
育

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
10
月
27
日
に
開
催
さ
れ

た
。こ
の
催
し
は
、学
生
た
ち
が
こ
れ
ま
で
の

学
業
や
活
動
の
成
果
を
生
か
し
、
地
域
の
子

ど
も
た
ち
や
保
護
者
と
交
流
を
深
め
な
が
ら

「
共と

も

に
育
つ
」こ
と
を
目
的
に
毎
年
開
催
さ
れ

て
い
る
。
今
年
は
過
去
最
高
の
約
1
7
0
0

人
の
親
子
連
れ
が
参
加
し
た
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
、
全
て
の
人
の
好
き
を

広
げ
た
い
と
の
学
生
た
ち
の
思
い
を
込
め
た

「
楽
し
い
が
つ
な
が
る
、好
き
が
ひ
ろ
が
る
」

で
、
マ
ー
ブ
リ
ン
グ
な
ど
楽
し
み
な
が
ら
学

べ
る
17
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
提
供
さ
れ

た
。
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
「
ま
た
来
年

も
参
加
し
た
い
」と
話
す
な
ど
、キ
ャ
ン
パ
ス

は
終
日
に
ぎ
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
。

学
生
企
画
委
員
代
表
の
山
田
あ
か
り
さ
ん

（
初
教
3
）は「
最
初
か
ら
願
っ
て
い
た
景
色

を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
ゼ
ロ
か
ら
の
準
備

は
大
変
だ
っ
た
が
、
こ
れ
ま
で
に
は
感
じ
た

こ
と
の
な
い
達
成
感
が
あ
る
」
と
充
実
し
た

一
日
を
振
り
返
っ
た
。

■
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

人
間
開
発
学
部
地
域
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る
第
9
回
地
域
交

流
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
10
月
20
日

に
開
催
さ
れ
た
。
今
年
は
「
～
チ
ャ
レ
ン

ジ
！
ス
マ
イ
ル
！
ハ
イ
タ
ッ
チ
！
～
」
を
テ

ー
マ
に
掲
げ
、
ゼ
ミ
や
同
セ
ン
タ
ー
支
援
学

生
の
会
「
ち
ー
へ
る
」
が
運
営
す
る
企
画
ブ

ー
ス
、
蹴
球
部
や
準
硬
式
野
球
部
の
体
験
企

画
に
地
域
住
民
ら
約
4
0
0
人
が
参
加
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
「
ス
ポ
ー

ツ
」
と
「
健
康
」
で
大
学
と
地
域
と
を
つ
な

ぎ
、
参
加
者
に
健
康
の
保
持
増
進
に
努
め
て

も
ら
う
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。
地
域
交

流
を
通
じ
た
貴
重
な
学
び
の
機
会
で
あ
り
、

参
加
者
か
ら
は
「
健
康
を
見
つ
め
直
す
機
会

に
な
っ
た
」
と
の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。

広
報
活
動
を
中
心
に
担
っ
た
小
西
栞
音
さ
ん

（
初
教
1
）
は
、「
笑
顔
あ
ふ
れ
る
1
日
と
な

っ
た
。
誰
も
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
よ
う
に

更
な
る
工
夫
を
重
ね
、
ス
ポ
ー
ツ
を
地
域
の

皆
さ
ま
に
と
っ
て
よ
り
身
近
な
存
在
へ
と
変

え
て
い
き
た
い
」
と
ほ
ほ
笑
ま
し
く
語
っ
て

く
れ
た
。

共
育
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
「
シ
ャ
ボ
ン
玉
に
入
っ
て
知
っ
て
楽
し
も
う
！
」
の
一
幕

3 大学総合 令和６年11月20日㈬　No.739



「
中
小
企
業
」と
聞
く
と
、ど
ん
な
イ
メ

ー
ジ
を
思
い
浮
か
べ
る
で
し
ょ
う
か
。

町
工
場
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
が
パ
ッ
と

浮
か
ぶ
方
も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

も
ち
ろ
ん
そ
う
し
た
町
工
場
も
中
小
企

業
で
は
あ
る
の
で
す
が
、
そ
れ
ば
か
り

で
は
な
く
、
中
小
企
業
基
本
法
に
お
け

る
定
義
に
基
づ
い
て
日
本
の
企
業
を
分

類
す
る
と
、
実
は
99
・
7
%
の
企
業
が

中
小
企
業
な
ん
で
す
ね
。
例
え
ば
、
定

義
だ
け
で
言
え
ば
、
ヨ
ド
バ
シ
カ
メ
ラ

も
ア
イ
リ
ス
オ
ー
ヤ
マ
も
中
小
企
業
で

す
。さ
ら
に
言
え
ば
、今
や
大
企
業
と
呼

ば
れ
る
企
業
も
、
設
立
当
初
の
あ
る
段

階
ま
で
は
中
小
企
業
に
分
類
さ
れ
て
い

た
わ
け
で
す
ね
。
そ
う
考
え
る
と
、
日

本
社
会
に
い
か
に
中
小
企
業
が
、
あ
る

い
は
そ
こ
か
ら
規
模
を
大
き
く
し
て
い

っ
た
企
業
が
ひ
し
め
い
て
い
る
の
か
、

と
い
う
こ
と
が
お
分
か
り
い
た
だ
け
る

と
思
い
ま
す
。

私
が
大
学
で
行
っ
て
い
る
授
業
で
も
、

中
小
企
業
と
は
実
は
こ
う
い
う
も
の
な

ん
だ
よ
と
話
す
と
、
就
職
活
動
に
関
し

て
強
い
関
心
を
抱
い
て
い
る
学
生
た
ち

の
中
で
、
中
小
企
業
と
い
う
存
在
が
だ

ん
だ
ん
と
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
帯
び
て
く

る
よ
う
で
す
。
あ
の
会
社
も
、
か
つ
て

私
自
身
が
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
関

係
し
た
こ
と
が
あ
っ
て
…
…
と
具
体
的

な
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
交
え
る
と
、
大
企
業

だ
け
が
視
界
に
入
っ
て
い
た
学
生
の
意

識
も
、
少
し
変
わ
っ
て
い
く
。
今
も
私

た
ち
の
身
の
回
り
に
は
た
く
さ
ん
の
中

小
企
業
が
存
在
し
て
い
て
、
そ
こ
で
働

い
て
い
る
人
た
ち
が
い
る
と
い
う
こ
と

を
、
私
の
実
体
験
に
も
基
づ
き
な
が
ら

伝
え
ら
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
触
れ
て
お
き
た
い
の
は
、
中

小
企
業
な
ら
で
は
の
魅
力
、
と
い
う
点

で
す
。
大
企
業
さ
ん
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
や
り
が
い
が
あ

る
と
は
思
う
の
で
す
が
、
一
方
で
よ
ほ

ど
の
関
係
性
を
結
ば
な
い
限
り
、
い
ち

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
知
見
が
そ
の
企
業

全
体
を
大
き
く
変
え
て
い
く
、
と
い
う

よ
う
な
こ
と
は
な
か
な
か
な
い
で
し
ょ

う
。
中
小
企
業
さ
ん
対
象
の
場
合
で
し

た
ら
、
オ
ー
ナ
ー
社
長
と
膝
を
つ
き
合

わ
せ
て
話
し
合
い
な
が
ら
、
経
営
計
画

を
つ
く
り
、幹
部
の
育
成
で
す
と
か
、事

業
承
継
と
い
っ
た
数
々
の
課
題
に
一
緒

に
向
き
合
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。

そ
う
し
た
醍
醐
味
を
、
実
感
と
し
て
味

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
起
業
し
た
ば
か
り
の
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
だ
と
、
費
用
を
い
た
だ
い
て

の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
と
い
う
の
は
難

し
い
で
す
。
そ
の
た
め
、
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
面
で
、
そ
し
て
何
よ
り
現
在
の

研
究
に
お
け
る
関
心
事
と
い
う
面
に
お

い
て
も
、
密
接
に
関
わ
る
よ
う
に
な
る

の
は
、
や
は
り
創
業
期
の
〝
次
〟
に
あ

た
る
段
階
に
あ
る
わ
け
で
す
。
成
長
段

階
の
〝
踊
り
場
〟
に
達
し
た
企
業
も
あ

れ
ば
、
先
ほ
ど
触
れ
た
事
業
承
継
と
い

う
課
題
に
取
り
組
む
企
業
も
あ
り
、
第

三
者
の
見
解
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
こ

と
が
あ
る
。
他
に
も
例
え
ば
、
上
場
を

目
指
す
時
期
に
あ
る
企
業
の
支
援
を
行

い
、
実
際
に
上
場
ま
で
こ
ぎ
着
け
る
こ

と
が
で
き
た
と
な
れ
ば
、
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
と
し
て
は
や
は
り
大
き
な
満
足
感

が
あ
り
ま
す
し
、
そ
う
し
た
ネ
ク
ス
ト

ス
テ
ッ
プ
へ
と
踏
み
出
そ
う
と
す
る
中

小
企
業
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
研
究
の
視

点
で
考
え
る
こ
と
に
も
ま
た
、
さ
ま
ざ

ま
な
可
能
性
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
働
き

な
が
ら
大
学
院
に
通
い
、
そ
の
後
も
仕

事
と
並
行
し
な
が
ら
研
究
者
の
道
を
歩

ん
で
き
た
私
の
経
歴
は
、
シ
ン
プ
ル
と

は
言
い
難
い
で
す
し
、
分
か
り
や
す
い

も
の
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た

だ
、
主
に
中
堅
中
小
企
業
を
中
心
に
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
続
け
、
そ
の
日
々

の
中
で
の
気
付
き
も
踏
ま
え
な
が
ら
学

術
的
な
議
論
に
取
り
組
ん
で
き
た
日
々

は
、
理
論
と
実
践
と
い
う
意
味
に
お
い

て
、
や
は
り
ど
こ
か
密
接
に
つ
な
が
っ

て
き
た
よ
う
に
私
自
身
感
じ
て
い
ま
す
。

実
は
大
学
生
の
頃
か
ら
研
究
者
に
な

り
た
い
、
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
て
発

信
し
て
み
た
い
と
い
う
思
い
は
あ
り
ま

し
た
。
当
時
専
攻
し
て
い
た
の
は
社
会

学
だ
っ
た
の
で
す
が
、
な
か
な
か
身
辺

の
状
況
が
許
さ
ず
、
民
間
企
業
に
一
般

就
職
を
し
た
の
で
し
た
。
当
初
は
通
信

業
界
に
就
職
し
て
20
代
を
過
ご
し
て
い

た
の
で
す
が
、
し
ば
ら
く
す
る
と
、
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
と
い
う
仕
事
が
な
ん

だ
か
面
白
そ
う
だ
、
と
気
付
く
に
至
り

ま
す
。
1
9
9
0
年
代
半
ば
の
こ
と
で

し
た
。
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
と
い
う
仕

事
の
ど
こ
に
引
か
れ
た
の
か
…
…
振
り

返
っ
て
み
る
と
、
や
は
り
理
論
と
実
践

の
両
軸
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
だ
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。
企
業
を
支
援
し
て

い
く
と
い
う
実
践
的
な
領
域
で
あ
り
、

同
時
に
そ
の
支
援
の
際
に
重
要
と
な
る

経
営
戦
略
な
ど
に
つ
い
て
情
報
発
信
し

て
、世
に
問
う
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
、

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

結
果
と
し
て
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し

て
向
か
い
合
っ
て
い
っ
た
の
が
中
小
企

業
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
は
、

親
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
私
の
父
親
は
、
零
細
企
業
の

創
業
経
営
者
で
し
た
。
と
は
い
え
私
が

継
ぐ
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
父
の
代
で

畳
む
会
社
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
当
時

か
ら
分
か
っ
て
い
た
こ
と
で
は
あ
っ
た

の
で
す
が
、
そ
れ
で
も
い
わ
ゆ
る
オ
ー

ナ
ー
社
長
で
す
と
か
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
ビ

ジ
ネ
ス
と
い
っ
た
も
の
に
対
す
る
な
ん

と
も
言
え
な
い
シ
ン
パ
シ
ー
の
よ
う
な

も
の
は
抱
い
て
い
ま
し
た
。
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
の
仕
事
に
あ
た
っ
た
の
が
、

大
企
業
よ
り
は
大
半
は
中
小
企
業
や
ベ

ン
チ
ャ
ー
企
業
の
支
援
で
あ
っ
た
と
い

う
の
は
、
生
ま
れ
育
っ
た
環
境
か
ら
知

ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
影
響
を
受
け
な

が
ら
、
そ
う
し
た
企
業
や
人
々
の
役
に

立
ち
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
の
で

し
ょ
う
。

そ
の
よ
う
に
し
て
、
理
論
と
実
践
が

分
か
ち
難
く
結
び
付
い
た
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
業
務
に
汗
を
流
し
は
じ
め
、
そ

の
す
ぐ
後
に
は
、
か
ね
て
取
り
組
み
た

か
っ
た
研
究
の
道
に
も
飛
び
込
む
べ

く
、
大
学
院
の
門
戸
を
た
た
い
た
の
で

し
た
。
今
で
言
う
と
こ
ろ
の
、
社
会
人

大
学
院
生
で
す
ね
。
以
来
、
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
と
し
て
中
小
企
業
を
支
援
し
な

が
ら
、
経
営
に
悩
む
方
々
に
向
け
た
一

般
書
を
書
い
て
い
き
、
一
方
で
研
究
者

と
し
て
論
文
を
書
く
、
と
い
う
日
々
を

長
ら
く
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。

あ
く
ま
で
個
人
的
な
信
条
で
は
あ
り

ま
す
が
、
知
識
と
い
う
も
の
は
ユ
ー
テ

ィ
リ
テ
ィ
ー
を
持
つ
必
要
が
あ
る
─
─

言
っ
て
み
れ
ば
役
に
立
っ
て
な
ん
ぼ
、

だ
と
思
っ
て
い
る
人
間
な
ん
で
す
。
ク

ラ
イ
ア
ン
ト
か
ら
感
謝
の
言
葉
を
か
け

て
い
た
だ
け
る
瞬
間
と
い
う
の
は
、
そ

の
有
用
性
を
実
感
で
き
る
、
あ
り
が
た

い
瞬
間
で
も
あ
り
ま
す
。
別
の
方
面
か

ら
考
え
て
み
る
と
、
自
分
が
あ
れ
こ
れ

と
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
は
、
中
小
企

業
の
経
営
者
の
皆
さ
ん
が
悩
む
よ
う
な

こ
と
に
対
し
て
、
な
る
べ
く
一
貫
し
た

サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る
よ
う
、
働
き
か
け

て
き
た
の
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

一
つ
の
企
業
が
創
設
さ
れ
、
あ
る
程

度
の
規
模
へ
と
ス
ケ
ー
ル
す
る
ま
で

は
、
と
に
か
く
ガ
ム
シ
ャ
ラ
で
あ
る
と

い
う
こ
と
は
、
経
営
な
い
し
経
営
学
を

専
門
と
し
な
い
方
で
あ
っ
て
も
ご
理
解

い
た
だ
け
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
ベ

ン
チ
ャ
ー
企
業
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た

だ
け
る
と
分
か
り
や
す
い
で
し
ょ
う
。

思
い
描
い
た
ビ
ジ
ョ
ン
へ
向
か
っ
て
、

と
に
か
く
そ
の
絵
を
か
た
ち
に
し
て
い

く
こ
と
に
必
死
で
す
。
私
が
こ
れ
ま
で

書
い
て
き
た
、『
武
器
と
し
て
の
戦
略
フ

レ
ー
ム
ワ
ー
ク
』（
2
0
2
2
年
、日
本

実
業
出
版
社
）
な
ど
の
い
ろ
い
ろ
な
一

般
書
は
、
特
に
こ
う
し
た
段
階
で
お
役

立
て
い
た
だ
け
る
は
ず
で
す
。
今
も
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
書
籍
を
執
筆

中
な
の
で
す
が
、
事
業
を
ど
ん
ど
ん
と

前
に
ド
ラ
イ
ブ
さ
せ
て
い
き
、
ま
た
ス

ム
ー
ズ
に
ア
イ
デ
ア
を
事
業
へ
落
と
し

込
ん
で
い
く
、
そ
の
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
シ
ェ
ア
し
よ
う
と
し
て
き
ま
し
た
。

他
方
で
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
支

援
を
必
要
と
す
る
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の

方
々
は
、
こ
う
し
た
フ
ェ
ー
ズ
の
先
で

悩
ん
で
い
た
り
、
そ
の
次
を
ど
う
す
べ

き
か
模
索
し
て
い
た
り
、
と
い
う
こ
と

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
例
え
ば
、
創
業
者

の
方
が
、
自
分
が
手
が
け
て
き
た
会
社

を
I
P
O
（
新
規
上
場
）
へ
と
進
め
よ

う
と
し
て
い
る
、
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
ト

ッ
プ
の
手
腕
で
引
っ
張
っ
て
き
た
経
営

を
、
よ
り
組
織
的
な
も
の
へ
と
シ
フ
ト

さ
せ
て
、
経
営
計
画
を
練
っ
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
そ
う
し
た
と
き
、
経
営
者
、

特
に
オ
ー
ナ
ー
社
長
と
呼
ば
れ
る
方
々

は
、
往
々
に
し
て
孤
独
で
あ
る
こ
と
が

多
い
の
で
す
。
い
ろ
い
ろ
と
お
互
い
に

議
論
を
重
ね
な
が
ら
プ
ラ
ン
を
練
っ
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
、
そ
ん
な
相
手

が
、
周
り
に
な
か
な
か
い
な
い
。
そ
う

し
た
と
き
に
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
、
い

わ
ば
対
話
の
ス
パ
ー
リ
ン
グ
相
手
に
な

り
、
そ
の
中
で
解
決
の
糸
口
を
提
示
し

て
い
く
わ
け
で
す
ね
。
研
究
者
と
し
て

論
文
に
書
い
て
き
た
の
も
、
い
わ
ば
こ

う
し
た
〝
次
〟
の
フ
ェ
ー
ズ
を
模
索
す

る
中
小
企
業
の
あ
り
よ
う
に
つ
い
て
で

し
た
。
例
え
ば
か
つ
て
は
、
ベ
ン
チ
ャ

ー
を
中
心
に
し
た
企
業
間
の
提
携
に
つ

い
て
論
じ
ま
し
た
し
、
今
強
く
関
心
を

抱
い
て
い
る
の
は
、
創
業
者
か
ら
次
の

代
へ
の
事
業
承
継
に
つ
い
て
な
ん
で
す
。

企
業
は
、
組
織
体
と
し
て
は
ゴ
ー
イ

ン
グ
コ
ン
サ
ー
ン
（
継
続
し
て
い
く
と

い
う
前
提
）
で
あ
り
ま
す
が
、
経
営
者

と
い
う
人
間
に
は
、
残
念
な
が
ら
寿
命

が
あ
り
ま
す
。
創
業
者
の
カ
リ
ス
マ
性

で
成
立
さ
せ
て
い
た
企
業
体
制
を
ど
の

よ
う
に
次
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
こ

と
が
で
き
る
の
か
、
こ
れ
は
あ
ら
ゆ
る

企
業
に
と
っ
て
の
課
題
で
す
。
一
筋
縄

で
は
い
か
な
い
課
題
で
す
が
、
だ
か
ら

こ
そ
私
の
一
つ
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し

て
研
究
を
続
け
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。
企
業
が
走
り
出
し
て
、
や
が

て
そ
の
先
を
考
え
る
よ
う
に
な
る
。
そ

の
そ
れ
ぞ
れ
の
フ
ェ
ー
ズ
で
、
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
と
し
て
も
、
研
究
者
と
し
て

も
、
役
に
立
て
れ
ば
と
思
っ
て
活
動
し

て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
中
小

企
業
の
中
で
道
な
き
道
を
模
索
す
る
、

い
わ
ば
エ
ス
タ
ブ
リ
ッ
シ
ュ
さ
れ
た
も

の
で
は
な
い
進
路
を
探
ろ
う
と
し
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
方
々
と
、
未
来
を
担
う
学

生
た
ち
に
向
け
て
、
オ
ー
ナ
ー
企
業
の

皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
も
の
を
お
返

し
で
き
る
よ
う
な
、
研
究
者
と
し
て
の

発
信
を
続
け
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。

研
究
者
と
し
て
最
近
面
白
い
な
と
思

っ
て
い
る
の
は
、
オ
ー
ナ
ー
企
業
に
お

け
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
あ
り
よ
う
で
す
。

例
え
ば
近
年
調
査
し
て
い
る
、
と
あ
る

非
上
場
の
オ
ー
ナ
ー
企
業
は
、
1
0
0

年
単
位
で
続
い
て
い
る
歴
史
を
持
つ
会

社
な
の
で
す
が
、
創
業
家
と
従
業
員
と

の
関
係
性
が
う
ま
く
機
能
し
て
い
る
こ

と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
フ
ァ
ミ
リ

ー
ビ
ジ
ネ
ス
と
い
う
も
の
は
、
得
て
し

て
経
営
と
所
有
が
創
業
家
に
一
元
的
に

独
占
さ
れ
て
し
ま
い
、
そ
の
歪ゆ

が

み
が
事

業
承
継
の
と
き
に
障
壁
と
な
る
…
…
と

い
う
の
が
一
般
的
な
イ
メ
ー
ジ
だ
と
思

う
の
で
す
が
、
実
は
う
ま
く
い
っ
て
い

る
企
業
と
い
う
も
の
は
、
な
か
な
か
目

に
見
え
な
い
、
し
か
し
非
常
に
よ
く
考

え
ら
れ
た
分
散
的
な
仕
組
み
と
い
う
も

の
を
備
え
て
い
る
。
創
業
者
＝
初
代
に

お
い
て
は
、
ま
ず
は
そ
の
会
社
を
け
ん

引
し
て
い
く
た
め
に
経
営
と
所
有
は
分

か
ち
が
た
く
結
び
付
い
て
い
く
も
の

の
、
そ
の
後
２
代
目
、
３
代
目
、
４
代

目
…
…
と
事
業
承
継
し
て
い
く
中
で
、

そ
の
結
び
付
き
を
う
ま
く
ほ
ど
い
て
い

く
。
も
ち
ろ
ん
創
業
家
は
、
い
つ
の
代

に
な
っ
て
も
何
か
あ
っ
た
と
き
の
頼
れ

る
相
談
役
や
メ
ン
タ
ー
と
し
て
、
い
わ

ば
精
神
的
支
柱
と
し
て
機
能
す
る
。
そ

う
し
た
シ
ス
テ
ム
は
、
と
て
も
興
味
深

い
と
感
じ
る
の
で
す
。

ハ
イ
リ
ス
ク
・
ハ
イ
リ
タ
ー
ン
の
選

択
肢
へ
と
果
敢
に
挑
ん
で
い
け
る
オ
ー

ナ
ー
シ
ッ
プ
と
い
う
も
の
は
き
ち
ん
と

持
ち
つ
つ
、
し
か
し
そ
の
危
う
さ
に
対

す
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
い
う
も
の
が
き
ち

ん
と
効
い
て
い
る
。
そ
こ
が
フ
ァ
ミ
リ

ー
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
の
中
小
企
業
、
あ

る
い
は
そ
こ
に
端
を
発
し
て
成
長
し
て

い
っ
た
企
業
の
、
面
白
い
と
こ
ろ
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

改
め
て
自
身
の
歩
み
を
振
り
返
っ
て

み
る
と
、
ま
ず
は
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と

し
て
、
オ
ー
ナ
ー
社
長
の
相
談
役
、
い

わ
ば
ス
パ
ー
リ
ン
グ
の
相
手
に
な
っ
て

い
く
う
ち
に
、
事
業
承
継
の
課
題
に
取

り
組
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
し

た
プ
ロ
セ
ス
と
軌
を
一
に
す
る
よ
う
に

し
て
、
研
究
者
と
し
て
関
心
を
抱
く
ト

ピ
ッ
ク
も
リ
ニ
ア
に
動
い
て
き
た
、
と

い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

研

聞
者究
に

く

対
中
小
企
業
な
ら
で
は
の

対
中
小
企
業
な
ら
で
は
の

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
醍醍だ

い

だ

い

醐醐ごご

味味みみ

理
論
と
実
践
の
両
軸
で

理
論
と
実
践
の
両
軸
でク
ラ
イ
ア
ン
ト
を
支
え
る

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
を
支
え
る

企
業
と
と
も
に
道
な
き
道
を
歩
む
た
め
に

企
業
と
と
も
に
道
な
き
道
を
歩
む
た
め
に
未
来
を
探
る

未
来
を
探
る

事
業
承
継
の
壁
を
乗
り
越
え
る

事
業
承
継
の
壁
を
乗
り
越
え
る

ガ
バ
ナ
ン
ス
モ
デ
ル
と
は

ガ
バ
ナ
ン
ス
モ
デ
ル
と
は

企
業
支
援
の

前

最

線

てづか・さだはる
博士（学術・経済学関係）。専
門は経営戦略論、事業計画論、
中小企業経営論。主な著書
に、『新版　経営戦略の基本』
（2024年、日本実業出版社）、
『新版　マネジメントの基本』
（2023年、日本実業出版社）
など。

交

理

論
とと

がが

す
る
す
る

実

践

差経
済
学
部
・
手
塚
貞
治
教
授

経
済
学
部
・
手
塚
貞
治
教
授
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内内容 日日にち 時時間 場場所 対対象 定定員 料料金 申申し込み 問問い合わせ
…在学生 …保証人 …卒業生 …一般 …受験生インフォダイジェスト

大学からのお知らせ

場（
ポ
ジ
シ
ョ
ン
）を
得
て
、

子
ど
も
は
光
る

「
強
い
か
ら
横
綱
な
の
で

は
な
く
、
横
綱
だ
か
ら
強

い
の
で
す
」。
こ
れ
が
、
ウ

ル
フ
と
称
さ
れ
た
小
さ
な
大

横
綱
千
代
の
富
士
の
N
H
K

記
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
「
ど

う
し
て
横
綱
は
強
い
の
で
す

か
？
」
へ
の
返
答
で
し
た
。

記
者
は
意
味
が
呑
み
込
め

ず
、「
え
っ
、
強
い
か
ら
横
綱

な
の
で
し
ょ
う
」。そ
れ
に
対

し
千
代
の
富
士
は
同
じ
言
葉

を
繰
り
返
し
、
た
だ
満
面
の

笑
み
で
し
た
。

「
横
綱
だ
か
ら
こ
そ
、
横

綱
と
い
う
持
ち
場
＝
ポ
ジ
シ

ョ
ン
を
汚
さ
ぬ
よ
う
（
頑
張

っ
て
）
強
く
な
っ
て
い
る
の

だ
」。そ
の
テ
レ
ビ
画
面
を
見

た
と
き
、
大
横
綱
の
オ
ー
ラ

を
感
じ
た
も
の
で
し
た
。

今
年
の
出
雲
駅
伝
、
全
日

本
大
学
駅
伝
で
の
平
林
清
澄

選
手
の
快
走
は
記
憶
に
新
し

い
と
こ
ろ
で
す
。
前
田
康

弘
・
国
学
院
大
学
陸
上
競
技

部
監
督
に
同
じ
質
問
を
す
れ

ば
、
お
そ
ら
く
次
の
よ
う
に

回
答
す
る
で
し
ょ
う
。

「
速
い
か
ら
エ
ー
ス
な
の

で
は
な
く
、
エ
ー
ス
だ
か
ら

速
い
の
で
す
」、と
。
総
じ
て

言
え
ば
、「
場
を
得
て
、
子
ど

も
は
光
る
」
な
の
で
す
。

昨
年
度
よ
り
本
学
の
「
本モ

ト

ヲ
立
ツ
ル
」
人
育
て
と
は
、

を
テ
ー
マ
に
挙
げ
、
前
回
は

「
期
待
さ
れ
る
厳
し
さ
を
」で

し
た
。
今
回
は
、
そ
の
方
策

の
一
つ
に
つ
い
て
で
す
。

も
う
一
つ
、
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
取
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

徳
島
県
立
池
田
高
校
は
、

昭
和
49（
1
9
7
4
）年
の
甲

子
園
春
の
選
抜
野
球
で
準
優

勝
で
し
た
が
、
優
勝
校
報
徳

学
園
よ
り
も
「
全
員
野
球
」

「
さ
わ
や
か
イ
レ
ブ
ン
」「
ニ

コ
ニ
コ
野
球
」
な
ど
と
称
さ

れ
、
池
田
高
校
蔦
文
也
監
督

の
野
球
は
そ
の
年
、
紙
面
を

に
ぎ
わ
せ
ま
し
た
。
巨
人
軍

長
嶋
茂
雄
監
督
に
し
て
、「
高

校
野
球
の
原
点
」
と
ま
で
言

わ
し
め
ま
し
た
が
、
そ
の
根

拠
も
、「
場
を
得
て
、
子
ど
も

は
光
る
」
で
し
た
。

「
勝
つ
野
球
の
監
督
で
あ

る
前
に
、
自
分
は
教
育
者
で

あ
る
」
と
自
負
し
た
蔦
監
督

の
指
導
方
針
が
、「
さ
わ
や
か

イ
レ
ブ
ン
」
と
「
全
員
交
換

ポ
ジ
シ
ョ
ン
制
」
で
し
た
。

「
さ
わ
や
か
イ
レ
ブ
ン
」に

つ
い
て
言
え
ば
、
14
人
の
ベ

ン
チ
入
り
選
手
枠
（
当
時
）

に
対
し
、
彼
は
11
人
で
臨
み

ま
し
た
。
そ
れ
は
、
一
人
で

も
手
を
抜
け
ば
試
合
が
成
立

し
な
い
人
数
に
絞
り
込
み
、

「
自
分
は
掛
け
替
え
の
な
い

大
切
な
存
在
な
の
だ
」
と
い

う
意
識
を
つ
く
る
こ
と
、
す

な
わ
ち
筆
者
の
い
う
「
尊
在

感
」
づ
く
り
で
し
た
。

後
者
の
「
全
員
交
換
ポ
ジ

シ
ョ
ン
制
」
は
、
他
の
ポ
ジ

シ
ョ
ン
も
全
員
に
経
験
さ
せ

る
こ
と
で
、「
自
分
は
大
切
な

存
在
だ
が
、
他
者
も
ま
た
大

切
な
存
在
で
あ
る
」
こ
と
を

意
識
づ
け
る
こ
と
で
し
た
。

「
一
人
一
人
を
大
切
に
と

先
生
方
は
言
う
け
れ
ど
、
そ

れ
に
ど
う
具
体
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
の
か
」。そ
う
言
い

放
っ
た
時
の
蔦
監
督
の
教
師

の
顔
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

今
回
も
、
家
庭
教
育
（
庭

の
訓ヲ

シ
ヘ
）
の
大
切
さ
を
詠
っ
た

「
明
治
天
皇
御
製
」を
掲
載
し

ま
し
ょ
う
。

「
た
ら
ち
ね
の
親
の
心
は

た
れ
も
み
な
　
年
ふ
る
ま
ゝ

に
思
ひ
知
る
ら
む
」（
親
の
愛

情
と
い
う
も
の
は
、
誰
も
が

年
を
取
る
に
つ
れ
て
次
第
に

思
い
知
る
も
の
だ
よ
）

しんとみ・やすひさ
学校法人国学院大学特別参事。
人間開発学部初代学部長、専門
は教育社会学、人間発達学。新
しい時代の子育て論には定評。

名誉教授名誉教授 新富 康央新富 康央

第第2424回回

入学試験制度 試験日 出願期間（消印有効） 合格発表
V方式（大学入学共通テスト利用入学試験） 1月18日㈯～19日㈰

本学個別試験なし 1月4日㈯～17日㈮

2月14日㈮
A日程（全学部統一）

3教科型 2月2日㈰
1月4日㈯～22日㈬最高得点科目重視型 2月3日㈪

学部学科特色型
英語外部試験利用型 2月4日㈫

B日程（後期） 3月2日㈰ 1月4㈯～2月21日㈮ 3月12日㈬
※試験科目などの詳細については本学HPでご確認ください

令和7年度 一般選抜入学試験日程

卒業式、卒業証書・学位記並びに
修了証書授与式について

日令和7年3月23日㈰
［卒業式］
場グランドプリンスホテル新高輪　宴会場「飛天」
対・場

▶経済学部・法学部・人間開発学部＝10時～
▶文学部・神道文化学部・専攻科・別科＝13時～

［卒業証書・学位記、修了証書などの授与］
対・時・場

▶経済学部・法学部＝13時～、渋谷キャンパス
▶人間開発学部＝13時30分～、たまプラーザキャンパス

▶�文学部・神道文化学部・専攻科・別科＝16時～、渋
谷キャンパス

※参列は学生・家族等（2人まで）となります。
問総務課（☎03・5466・0111）

令和7年度 一般選抜入学試験のご案内
内 �令和7年度の一般入学試験を下表の日程で実施しま

す。入学試験制度のV方式とA日程同時出願や、複
数学科を併願した場合、2回目以降の
受験料を割引する応援割も用意。詳細
は本学HP（二次元コード）でご確認く
ださい。

※�本学の一般入学試験は受験ポータルサイト
「U

ウ カ ロ

CARO」上でのインターネット出願となります。
問入学課（☎03・5466・0141）

令和7年度入学生（学部〈観光まちづくり学部除く〉・専攻科）から学費を別表の通り改定いたします。
なお、在学生の学費改定は行いません。
改定額は、文学部・経済学部・法学部・神道文化学部・専攻科で年間授業料を70,000円増額、人間

開発学部で年間授業料を50,000円増額いたします。今回の学費改定により、資源価格の高騰等による
収支の圧迫を軽減させ、大学の永続性を確保するとともに、学部の特色を生かした教育・研究のさらな
る発展・維持充実に努めてまいります。� （財務部経理課）

令和7年度学費は次の通りです。

令和7年度 学費一覧
区　分 入学年度 入学金 授業料 施設

設備費
維持

運営費 合　計

文 学 部

令和7年度
240,000 830,000 210,000 10,000 1,290,000経 済 学 部

法 学 部
神 道 文 化 学 部
人 間 開 発 学 部 240,000 850,000 250,000 10,000 1,350,000
観 光 ま ち づ く り 学 部 240,000 800,000 250,000 10,000 1,300,000
文 学 部

令和2～6年度
ーーー

760,000 210,000 10,000 980,000経 済 学 部
法 学 部
神 道 文 化 学 部
人 間 開 発 学 部 令和2～6年度 800,000 250,000 10,000 1,060,000観 光 ま ち づ く り 学 部 令和4～6年度
文 学 部

令和元年度
以前 ーーー 700,000 201,000 10,000 911,000

経 済 学 部
法 学 部
神 道 文 化 学 部
人 間 開 発 学 部

区
分 出　身　別 入学年度 入学金 授業料 施設

設備費
維持

運営費 合　計

前
期
課
程

本 学 卒 令和7年度 100,000 505,000 100,000 10,000 715,000
令和6年度以前 ーーー 505,000 100,000 10,000 615,000

他 大 学 卒 令和7年度 200,000 505,000 200,000 10,000 915,000
令和6年度以前 ーーー 505,000 200,000 10,000 715,000

後
期
課
程

本 学 卒 全入学年度 ーーー 505,000 ーーー 10,000 515,000

学 部 本 卒 前 期 他 卒 令和7年度 100,000 505,000 100,000 10,000 715,000
令和6年度以前 ーーー 505,000 100,000 10,000 615,000

他 大 学 卒 令和7年度 200,000 505,000 200,000 10,000 915,000
令和6年度以前 ーーー 505,000 200,000 10,000 715,000

出　身　別 入学年度 入学金 授業料 施設
設備費

維持
運営費 合　計

本 学 卒 令和7年度 120,000 830,000 105,000 10,000 1,065,000
他 大 学 卒 240,000 830,000 210,000 10,000 1,290,000
本 学 卒 令和6年度以前 ーーー 760,000 105,000 10,000 875,000
他 大 学 卒 ーーー 760,000 210,000 10,000 980,000

学 部

専 攻 科

大 学 院

（単位：円）

令和7年度学費について

（単位：円）

（単位：円）

入学年度 入学金 授業料 施設
設備費

維持
運営費

実習料
（入学年度のみ） 合　計

令和7年度 145,000 420,000 81,000 10,000 6,000 662,000
令和6年度以前 ーーー 420,000 81,000 10,000 ーーー 511,000

別 科 （単位：円）

備　考： 再入学者の入学金については半額とする。

備　考：本学出身者の入学金および施設設備費は半額とする。

備　考：1.授業料、施設設備費、維持運営費は在学中毎年度納入するものとする。
2.本学出身者の入学金および施設設備費については次の通りとする。
イ.前期課程　半額
ロ.後期課程　本学前期課程修了者は徴収しない。本学学部出身者で、他大学前期課程修了者は半額。

博物館

特別展「文永の役750年 Part2 絵詞に探る
モンゴル襲来―『蒙古襲来絵詞』の世界―」

今年はモンゴル帝国が鎌倉時代の日本への侵攻を
図った文永の役からちょうど750年です。本展では
熊本県・菊池神社と埼玉県・根岸家が所蔵する『蒙
古襲来絵詞』模写本を全巻展示します。模写本には
原本とは異なる内容を持つものが多く、その違いは
それぞれの模写本が作成された経緯や時期など、さ
まざまな要因があると考えられます。

本展では、両模写本の位置付けの検討を試みると
同時に、作者である竹崎季長の思いやモンゴル襲来
が日本に与えた影響にも迫ります。
日11月30日㈯～令和7年2月16日㈰
場博物館企画展示室

料無料
時 �10～18時（最終入館17時30分）。祝日を除く月
曜休館。休館日は博物館HP（二次元コード）で
ご確認ください。

※�博物館関連イベントの問い合わせは☎03・5466・0359

　近くて遠い？　遠くて近い？　そんな親の気持ちや子どもの気持ちを一緒に考えませんか？　新富名誉教授による子育てエッセーを隔月でお届けしています。
　感想や新富名誉教授への質問、講演依頼などございましたら広報課までお寄せください。
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今年で8回目となる「渋谷区
長への施策提言コンペ」が10月
30日に開催された。10組の応
募があった中、1次選考を通過
した７組が審査員に対してプレ
ゼンに臨んだ。審査員は長谷部
健・渋谷区長＝写真前列左から
2人目、根本克彦・サッポロビ
ール株式会社法人統括部統括部
長、針本正行学長の3人が務め、
それぞれの施策提言に熱心に耳を傾けた。

学生たちは、渋谷区の現状や課題を踏まえ
つつ、「クラウドファンディング」や「外国人
観光客」に焦点を当てた施策などそれぞれの
観点から自身のアイデアについて熱弁を振る
った。

審査の結果、草沢匠さん（法3）が提案し
た「外国人観光客用ハチポ『HACHIPO』の
リリース！（後略）」が渋谷区長賞に輝いた。
長谷部区長は受賞に際し、「まちのコイン『ハ

国学院大学の学園祭・第142回
若木祭が、渋谷キャンパスで開催
された。11月2日から4日まで本
祭、4日午後3時には後夜祭が行
われた。

期間中、120周年記念2号館・
3号館前のキャンパスモールに
は、部会やサークルが模擬店を出
店し、各団体が趣向を凝らした
品々を提供。校舎内では、文化・
学術系団体の展示、軽音サークル、
フラメンコサークルのステージや
神道系サークルによる雅楽や能の

硬式野球部
プロ野球ドラフト会議が10月24日に開

催され、国学院大学硬式野球部の坂口翔颯
投手（経営4）が横浜DeNAベイスターズ
から6位で指名を受けた。同部のプロ指名
は、令和2（2020）年度から5年連続とな
る。

たまプラーザキャンパスで坂口投手は同
部の鳥山泰孝監督や部員らとともに、ドラ
フト会議の様子を見守った。坂口投手は6
巡目で横浜DeNAベイスターズから指名
されると会場は大歓声に包まれた。坂口投
手が歓喜の表情を見せると部員らから割れ
んばかりの拍手で祝福された。

指名後の記者会見で坂口投手は、「先発
で起用される、2桁勝利ができるピッチャ

ドラフト会議 坂口投手がDeNAから6位指名

部員から祝福の胴上げをされる坂口投手

ーを目指していきたい」と力強く語った。
鳥山監督は「坂口投手はピッチャーとして
ゲームメークする総合力の高さや速球・変
化球のコントロールなど長所もたくさんあ
る。球界を代表する投手になる可能性を持 
っている」とエールを送った。

坂口投手は報徳学園高校（兵庫県）から
本学へ進学。1年時には東都大学野球1部
秋季リーグの最優秀投手に輝くなど、同部
のエースとして活躍した。

なお、同日のプロ野球ドラフト会議では、
社会人野球で活躍している院友（卒業
生）の江原雅裕投手（令５卒・131期
法、日鉄ステンレス）が東北楽天ゴールデ
ンイーグルスに4位指名された。

国民スポーツ大会卓球部

国内最大のスポーツの祭典、国民スポー
ツ大会（旧：国民体育大会）卓球競技が10月
5日から9日にかけて基山町総合体育館（佐
賀県）で開催された。本大会は都道府県対抗
方式で行われ、卓球競技では「成年 男子、
女子」「少年 男子、女子」に分かれ3人で5試
合戦う形式の団体戦で順位を競う。国学院
大学卓球部からは高橋拓己選手（法1）＝写
真左から4番目＝のほか在学生2人、院友（卒
業生）1人を含む4選手が出場。成年男子の部
で高橋選手が大分県代表として出場し、3位

に入賞。成年女子の部で院友（卒業生）の小
島叶愛選手（令４卒・130期初教）が佐賀
県代表として出場し2位入賞を果たした。

高橋選手は全ての対戦で2試合出場。高
知県、神奈川県、福島県、石川県、大分
県の5県が総当たりで戦う予選リーグで本
選への進出が1位のみとなる厳しい条件の
中、個人では3勝を挙げる活躍を見せ、準決
勝まで駒を進める原動力となった。準決勝
では優勝した佐賀県代表と対戦し、善戦す
るも0-3で敗れ3位で大会を締めくくった。

大分県代表として高橋選手3位、
院友・小島選手2位

3位入賞を果たした大分県成年男子チーム

学生が渋谷区の課題解決へ向け熱弁
コ
ン
ペ
参
加
学
生
と
審
査
員
一
同

来場者でにぎわう
第142回 若木祭

チポ』のターゲットを外国人観光客に絞ると
いうアイデアは、とても新鮮で新しい気付き
になった」と講評を語った。

他にも、渥美翔さん（法3）、橋詰昌範さん
（法3）の2人が提案した「地域連携を活用し
たふるさと納税寄付増収の仕組み」がサッポ
ロホールディングス賞を受賞。土井恒輝さん

（法3)、長尾駿佑さん（法3)の2人が提案した
「ホノルル×渋谷×ミラフローレス姉妹都市
交流（後略）」が学長賞に選出された。

発表会などが行われた。また、3号館前のキャンパスモールや5
号館ピロティでは、全学応援団、体育系部会の演武や吹奏楽部
の演奏、書道研究会やアカペラサークル、ダンスサークルによ
るパフォーマンスなどが随時披露された。来場者は足を止め、
学生たちの活気あふれる発表に声援・拍手を送っていた。4日
には、体育連合会が主催する3組のお笑い芸人によるライブが
行われ、会場を盛り上げた。

アルティメット部
（一社）日本フライングディスク協会が主

催する第35回全日本大学アルティメット大
会が11月2、3日にJ-VILLAGE（福島県楢葉
町）で開催され、国学院大学アルティメット
部TRIUMPHがオープン部門で初優勝し、大
学日本一に輝いた。

本大会は、フライングディスク競技「アル
ティメット」の大学日本一を決定する大会で、
オープン部門には地区予選を通過した24チ

ームが参加。初戦で会津大学に10-5と危なげ
なく勝利し、続く明治大学戦も9-4で勝利。準
決勝は早稲田大学に接戦の末8-6で勝利を収
めると、決勝は中部地区1位代表の中京大学
との対戦となった。前半に2点を先制するも、
すぐに2点取り返されるような一進一退の攻
防が続く中、同部は後半に立て続けに3点を
取得し、最終的に7-4で勝利し初優勝。見事、
大学日本一の栄光に輝いた。

大学日本一に輝く

見事、初優勝したアルティメット部のメンバー

渋谷区長への施策提言コンペ
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秩父宮賜杯第56回全日本大学駅伝対校選手権大
会が11月3日、熱田神宮西門前（名古屋市）から伊
勢神宮内宮宇治橋前（三重県伊勢市）までをつなぐ
全8区間・106.8キロのコースで開催された。オー
プン参加を含む全27チームが争う中、国学院大学陸
上競技部は5時間9分56秒の記録で初優勝、大学駅
伝日本一となった。先月の出雲駅伝と合わせて、大
学三大駅伝2冠の快挙を成し遂げた。
1区の嘉数純平選手（健体3）がトップと2秒差の2
位と好発進し、2区の青木瑠郁選手（健体3）は先頭
集団に食らい付き、トップから1分以内でたすきを

つなぐ。3区の辻原輝選手（史2）は快走を見せ順位
を三つ上げ、4区の高山豪起選手（法3）へたすきリ
レー。主力区間の4区では、高山選手が粘りの走りを
見せトップとの差を1分27秒と優勝を狙える位置で
走り抜いた。5区の野中恒亨選手（健体2）は区間賞
の走りで2位に躍り出る。6区の山本歩夢選手（健体
4）は、区間新記録の素晴らしい走りを見せ第5中継
所で41秒あった青山学院大学との差を4秒までに縮
め、大会MVPも獲得した。7区で同部のエース平林
清澄主将（経営4）は、初めて1位に躍り出てからも
厳しいトップ争いは続き、トップと4秒差でアンカ

ーの上原琉翔選手（健体3）にたすきをつな
ぎ初優勝の望みを託した。気温が上がり22

度と11月とは思えない伊勢の陽気の中、8区の上原
選手は青山学院大学をかわし、先頭に躍り出る。最
後の直線で駒沢大学が猛追する中、宇治橋前のゴー
ルにガッツポーズで飛び込み、5時間9分56秒で初
優勝の快挙を達成した。

東都大学野球1部秋季リーグが全日程を終え、国学院大学
硬式野球部は2位となった。
最終第5週で同部は、東京農業大学と対戦。10月22日の第
1戦は1-0で迎えた二回表に宮坂厚希選手（健体3）のタイム
リーツーベースヒットや柳舘憲吾選手（法4）のタイムリー
ヒットなど打者一巡の猛攻で6-0とする。投げては、當山渚
投手（経営3）、南澤佑音投手（健体2）、冨田遼弥投手（経営
2）の継投リレーで相手打線をわずか2安打に抑え、9-0で勝
利した。翌23日の第2戦では0-1で迎えた一回裏、ノーアウ

ト満塁のチャンスを作ると、仲村光陽選手（健体4）が低め
の直球を見極め、押し出しの四球で追いつく。続く、田中大
貴選手（健体4）が走者一掃のタイムリーツーベースヒット
を放ち4-1と逆転した。その後も追加点をあげ、7-1で勝利し
た。
この結果、同部は9勝5敗・勝ち点4の2位で秋季リーグを
終えた。投手陣の要となった當山投手は防御率1.48で最優秀
防御率賞と敢闘賞を受賞。攻守で活躍した伊東光亮選手（経
4）は遊撃手のベストナインに選出された。

陸上競技部

硬式野球部

全日本大学駅伝初優勝

東都大学野球1部秋季リーグ2位

1位でゴールテープを切った上原選手（写真・月刊陸上競技）

大学三大駅伝2冠を達成した出走選手

体重別団体での学生日本一を争う男子第26回・女子第16回
全日本学生柔道体重別団体優勝大会が10月19、20日にベイコ
ム総合体育館（兵庫県尼崎市）で開催され、国学院大学柔道部は
男子の部で3位となった。男子の部は54大学が参加。代表選手7
人による点取り式のトーナメント戦で実施された。同部男子は1
回戦、2回戦で北陸大学、大阪経済大学を相手に順当に勝ち上が
り、3回戦の国士舘大学には2対2となるが内容勝ちで勝利。準々
決勝で日本体育大学に勝利するも、準決勝で惜しくも明治大学に
敗退し3位入賞となった。同部の3位入賞は平成23（2011）年
ぶりとなる。なお、優秀選手として73kg級の大塚遥人選手（神
文4）が選出された。
11月2、3日には階級別日本一を決める国内タイトルの一つ
である講道館杯全日本柔道体重別選手権大会が高崎アリーナ
（群馬県高崎市）で開催された。同部からは6選手が出場し、男
子90kg級で中村俊太選手（健体4）が3位入賞を果たしたほか、
同66kg級では院友（卒業生）の藤阪泰恒選手（平31卒・127
期健体、パーク24）も2位入賞を果たした。中村選手はシード
により初戦の2回戦を袈裟固めで抑え込み一本勝ちすると、続
く3回戦では大外刈りで技ありを取り、優勢勝ちでベスト8に進
出。4回戦では国士舘大学の選手に試合開始早々に技ありを取
られてしまい、巻き返しを図りにいくも時間いっぱいとなり敗
れたが、敗者復活戦を勝ち抜き3位入賞を果たした。

柔道部

全日本学生柔道体重別団体 3位
講道館杯 中村選手3位、院友・藤阪選手2位

体重別団体で3位となった柔道部男子（同部提供）
講道館杯で3位となった
中村選手（同部提供）

最優秀防御率賞と敢闘賞を
受賞した當山投手

順位 大学名 総合成績
1 国学院大学 5時間9分56秒
2 駒沢大学 5時間10分24秒
3 青山学院大学 5時間10分41秒
4 創価大学 5時間13分17秒
5 早稲田大学 5時間14分24秒
6 城西大学 5時間14分57秒
7 立教大学 5時間16分21秒
8 帝京大学 5時間16分24秒

総
合
成
績（
8
位
入
賞
ま
で
）

区間 氏名 所属 タイム 区間順位 総合順位
1 嘉数　純平 健体3 28分20秒 2位 2位
2 青木　瑠郁 健体3 31分59秒 7位 6位
3 辻原　輝 史2 33分59秒 3位 3位
4 高山　豪起 法3 33分55秒 4位 3位

5 野中　恒亨 健体2 35分35秒 1位
(区間賞) 2位

6 山本　歩夢 健体4 36分47秒
1位

(区間新・
区間賞)

2位

7 平林　清澄 経営4 50分  7秒 2位 2位
8 上原　琉翔 健体3 59分14秒 9位 1位

個
人
成
績
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大学三大駅伝2冠の快挙
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